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１ 本書は金融商品取引法第 24 条第１項に基づく有価証券報告書を、同法第
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③【株主資本等変動計算書】 

(単位：百万円)

前事業年度 
(自 平成19年４月１日 
 至 平成20年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成21年３月31日) 

株主資本   

資本金   

前期末残高 5,190 5,190

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 5,190 5,190

資本剰余金   

資本準備金   

前期末残高 6,416 6,416

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 6,416 6,416

資本剰余金合計   

前期末残高 6,416 6,416

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 6,416 6,416

利益剰余金   

利益準備金   

前期末残高 1,297 1,297

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 1,297 1,297

その他利益剰余金   

特別償却準備金   

前期末残高 4 10

当期変動額   

特別償却準備金の積立 6 －

特別償却準備金の取崩 △0 △1

当期変動額合計 6 △1

当期末残高 10 8

別途積立金   

前期末残高 51,980 54,230

当期変動額   

別途積立金の積立 2,250 2,000

当期変動額合計 2,250 2,000

当期末残高 54,230 56,230
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(単位：百万円)

前事業年度 
(自 平成19年４月１日 
 至 平成20年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成21年３月31日) 

繰越利益剰余金   

前期末残高 3,025 3,000

当期変動額   

特別償却準備金の積立 △6 －

特別償却準備金の取崩 0 1

別途積立金の積立 △2,250 △2,000

剰余金の配当 △735 △905

当期純利益 2,967 3,476

当期変動額合計 △24 572

当期末残高 3,000 3,573

利益剰余金合計   

前期末残高 56,307 58,538

当期変動額   

特別償却準備金の積立 － －

特別償却準備金の取崩 － －

別途積立金の積立 － －

剰余金の配当 △735 △905

当期純利益 2,967 3,476

当期変動額合計 2,231 2,571

当期末残高 58,538 61,110

自己株式   

前期末残高 △850 △852

当期変動額   

自己株式の取得 △1 △2

当期変動額合計 △1 △2

当期末残高 △852 △854

株主資本合計   

前期末残高 67,062 69,292

当期変動額   

剰余金の配当 △735 △905

当期純利益 2,967 3,476

自己株式の取得 △1 △2

当期変動額合計 2,229 2,569

当期末残高 69,292 71,861
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(単位：百万円)

前事業年度 
(自 平成19年４月１日 
 至 平成20年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成21年３月31日) 

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金   

前期末残高 528 466

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △61 △293

当期変動額合計 △61 △293

当期末残高 466 172

評価・換算差額等合計   

前期末残高 528 466

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △61 △293

当期変動額合計 △61 △293

当期末残高 466 172

純資産合計   

前期末残高 67,590 69,759

当期変動額   

剰余金の配当 △735 △905

当期純利益 2,967 3,476

自己株式の取得 △1 △2

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △61 △293

当期変動額合計 2,168 2,275

当期末残高 69,759 72,034
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当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」

に掲げられている鳥居薬品株式会社の平成19年４月１日から平成20年３月31日までの第116期事業年度の財

務諸表、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書、キャッシュ・フロー計算書及び附属

明細表について監査を行った。この財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場か

ら財務諸表に対する意見を表明することにある。 

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の

基準は、当監査法人に財務諸表に重要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めてい

る。監査は、試査を基礎として行われ、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって

行われた見積もりの評価も含め全体としての財務諸表の表示を検討することを含んでいる。当監査法人は、

監査の結果として意見表明のための合理的な基礎を得たと判断している。 

当監査法人は、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠し

て、鳥居薬品株式会社の平成20年３月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する事業年度の経営成績

及びキャッシュ・フローの状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。 

  

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

  

以 上 
  

 

独 立 監 査 人 の 監 査 報 告 書

平成20年６月20日

取 締 役 会 御中 

監査法人 トーマツ  

指 定 社 員
業務執行社員

公認会計士  川  村     博  ㊞ 

指 定 社 員
業務執行社員

公認会計士  飯  野  健  一  ㊞ 

※１ 上記は、監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(有価証券報告書提出会

社)が別途保管しております。 

 ２ 財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。 
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＜財務諸表監査＞ 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」

に掲げられている鳥居薬品株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの第117期事業年度の財

務諸表、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書、キャッシュ・フロー計算書及び附属

明細表について監査を行った。この財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場か

ら財務諸表に対する意見を表明することにある。 

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の

基準は、当監査法人に財務諸表に重要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めてい

る。監査は、試査を基礎として行われ、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって

行われた見積もりの評価も含め全体としての財務諸表の表示を検討することを含んでいる。当監査法人は、

監査の結果として意見表明のための合理的な基礎を得たと判断している。 

当監査法人は、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠し

て、鳥居薬品株式会社の平成21年３月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する事業年度の経営成績

及びキャッシュ・フローの状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。 

  

独立監査人の監査報告書及び内部統制監査報告書

平成21年６月19日

取 締 役 会 御中 

監査法人 トーマツ  

指 定 社 員
業務執行社員

公認会計士  飯  野  健  一  ㊞ 

指 定 社 員
業務執行社員

公認会計士  中  島  達  弥  ㊞ 
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＜内部統制監査＞ 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第２項の規定に基づく監査証明を行うため、鳥居薬品株式会

社の平成21年３月31日現在の内部統制報告書について監査を行った。財務報告に係る内部統制を整備及び運

用並びに内部統制報告書を作成する責任は、経営者にあり、当監査法人の責任は、独立の立場から内部統制

報告書に対する意見を表明することにある。また、財務報告に係る内部統制により財務報告の虚偽の記載を

完全には防止又は発見することができない可能性がある。 

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる財務報告に係る内部統制の監査の基準に準拠

して内部統制監査を行った。財務報告に係る内部統制の監査の基準は、当監査法人に内部統制報告書に重要

な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。内部統制監査は、試査を基礎として

行われ、財務報告に係る内部統制の評価範囲、評価手続及び評価結果についての、経営者が行った記載を含

め全体としての内部統制報告書の表示を検討することを含んでいる。当監査法人は、内部統制監査の結果と

して意見表明のための合理的な基礎を得たと判断している。 

当監査法人は、鳥居薬品株式会社が平成21年３月31日現在の財務報告に係る内部統制は有効であると表示

した上記の内部統制報告書が、我が国において一般に公正妥当と認められる財務報告に係る内部統制の評価

の基準に準拠して、財務報告に係る内部統制の評価について、すべての重要な点において適正に表示してい

るものと認める。 

  

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

  

以 上 
  

 
  

※１ 上記は、監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(有価証券報告書提出会

社)が別途保管しております。 

 ２ 財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。 
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